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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
す
る
北
区
医
師
会
感
染
症

対
策
委
員
会
の
役
割

北
区
医
師
会
感
染
症
対
策
委
員
会
委
員
長　

田　

淵　

義　

勝

　

そ
も
そ
も
北
区
医
師
会
感
染
症
対
策
委
員
会
（
以
下
感
染
委
）
は
平
成

３
０
年
（
２
０
１
８
年
）
９
月
９
日
（
土
）
以
下
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
で

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

『
外
国
人
の
流
入
が
多
い
北
区
で
は
麻
疹
等
海
外
由
来
の
感
染
症
流
行

地
域
と
な
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
情
報
を
速
や
か
に
収
集
し
会
員
に
周
知
し
、
各
病
院
お

よ
び
行
政
と
連
携
し
て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
感
染
症

の
新
た
な
知
見
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
し
、
時
を
違
え
ず
研
修
会
を
開
催

し
会
員
、
市
民
へ
啓
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
こ
こ
数
年
薬
剤
耐
性
菌
の
検
出
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
地
域
の
医
療
機
関
や
医
療
関
連
施
設
等
で
循
環
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
感
染
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
地
域
内
の
耐
性
菌

発
生
予
防
の
た
め
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

次
に
小
児
に
限
ら
ず
成
人
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
情
報
の

発
信
と
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
に
関
す
る
対
策
を
い
ち
早
く
会
員
に
情
報
を

提
供
し
市
民
へ
適
切
な
感
染
症
予
防
ま
た
は
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
』
（
本
誌
平
成
31
年
発
行
１
５
３
号
ｐ
57
～
58
）

　

そ
の
後
１
年
半
も
経
た
ず
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
る
と
は
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
で
す
。

　

当
初
、
薬
剤
耐
性
発
生
予
防
の
た
め
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
推
進
の
た
め

会
員
へ
学
術
講
演
、
薬
剤
耐
性
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
（
図
１
）
、
市
民
講
座

の
開
催
（
図
２
）
を
企
画
し
ま
し
た
。
当
時
の
爆
発
的
な
外
国
人
流
入
現

象
に
輪
を
か
け
て
２
０
１
９
年
の
Ｇ
20
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
５
年
に
は
関
西
・
大
阪
万

博
と
流
入
は
加
速
度
的
に
膨
れ
上
が
り
ま
す
。
ま
た
入
管
法
の
改
正
に
よ

る
外
国
人
就
業
者
は
大
阪
に
さ
ら
に
集
中
す
る
と
考
え
ら
れ
、
輸
入
感
染

症
に
関
し
て
は
想
定
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
（
第
１
回
～

第
４
回
感
染
委
で
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
委
員
会
会
員
に
よ
り
本
誌
令
和

２
年
発
行
１
５
４
号
ｐ
９
～
26
に
Ａ
Ｍ
Ｒ
対
策
と
抗
生
剤
の
適
正
使
用
に

る
ー
む
202　

特
集
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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つ
い
て
を
一
般
財
団
法
人
住
友
病
院
感
染
制
御
部　

林
三
千
雄
先
生
か

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
を
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
感
染
管
理
室
長　

安

井
良
則
先
生
か
ら
各
論
説
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

と
こ
ろ
が
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
令
和
２
年
１
月
２
３
日
（
木
）
第

５
回
感
染
委
に
て

・ 
性
感
染
症
（
梅
毒
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
の
テ
ー
マ
で
下
記
の
通
り
決
定
し

て
い
る
。

　

日　

時
：
令
和
２
年
２
月
15
日
（
土
）
14
：
00
～
16
：
00

　

場　

所
：
北
区
医
師
会
館　

５
階　

中
島
谷
ホ
ー
ル

「風邪で抗生物質を飲む」のは百害あって一利なし

何の効果もないだけでなく、副作用や抗生物質が効かない菌を保有するリスクが増加します。
「風邪で抗生物質を飲むとどうなるか」について以下のことが分かっています。

1. 抗生物質が効かない菌（耐耐性性菌菌）が体内に発生する
抗生物質によって、善玉菌が死滅し、悪玉菌が増加します。

2. 何の効果もない
肺炎などを予防することはできません。
風邪の症状が早く良くなることもありません。

風邪の原因はウイルスであり、
細菌にしか効かない抗生物質は無効です

3. 副作用はばかにできない
救急外来には、抗生物質による副作用で来院する人がたくさん来ます。
抗生物質による副作用で最も多いものは下痢です。
抗生物質によってアナフィラキシーショックをおこすこともあります。
アレルギーによるじんましん（薬疹）も多いです。

もっと詳しく知りたい人は http://kita-med.jp/kansensyou/

当診療所では、風邪の患者様に、原則として抗生物質を処方しません
大阪市北区医師会感染症対策委員会

大阪市北区感染管理ネットワーク

図１　

図２
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演
題
①
：
「
梅
毒
の
臨
床　

�
内
科
開
業
医
が
心
得
て
お
く
べ
き

こ
と
を
中
心
に
�
」

　

講　

師
：
そ
ね
ざ
き
古
林
診
療
所　

院
長　

古
林
敬
一
先
生

　

演
題
②
：
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
診
療
の
光
と
影　

―
拠
点
病
院
に
お
け
る
現
状
と
課
題
―
」

　

講　

師
： 

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

感
染
症
内
科　

医
長　

白
野
倫
徳
（
し
ら
の
み
ち
の
り
）
先
生

　

共　

催
：
ギ
リ
ア
ド
・
サ
イ
エ
ン
シ
ズ
株
式
会
社

　

司　

会
：
古
林
敬
一
委
員

・ 

輸
入
感
染
症
の
テ
ー
マ
で
下
記
の
通
り
予
定
し
て
い
る
。

（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
１
か
月
前
）

　

日　

時
：
令
和
２
年
６
月
20
日
（
土
）
14
：
00
～

　

場　

所
：
北
区
医
師
会
館　

５
階　

中
島
谷
ホ
ー
ル

　

演　

題
：
（
仮
）
「
輸
入
感
染
症
の
現
状
と
対
応
の
し
か
た

～
大
規
模
国
際
イ
ベ
ン
ト
を
ひ
か
え
～
」

　

講　

師
： 

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
感
染
症
内
科
部
長　

 

倭
正
也
（
や
ま
と
ま
さ
や
）
先
生

　

共　

催
：
な
し

　

司　

会
：
安
井
良
則
理
事　
　
　

（
後
日
、
倭
先
生
は
現
大
阪
府
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
協
議

会
会
員
に
就
任
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
治
療
と
公
務
多
忙
を
考
慮
し

て
倭
先
生
へ
の
依
頼
は
遠
慮
し
ま
し
た
。
）

と
予
定
す
る
こ
と
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ま
さ
し
く
中
国
武
漢
市
を
中
心
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
注
意
喚
起
ポ
ス
タ
ー
を
北
野
病
院
、
済
生
会
中
津

病
院
の
も
の
を
診
療
所
用
に
改
編
作
成
し
て
（
図
３
）
、
翌
日
24
日
（
金
）

日
本
で
２
例
目
が
発
表
さ
れ
た
の
も
相
俟
っ
て
、
全
会
員
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま

し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
関
し
て
新
聞
社
か
ら
の
取
材
や
、
他
地
区
医
師

会
か
ら
の
照
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
（
火
）
14
時
大
阪
府
医
師
会
館
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
研
修
会
が
大
阪
大
学
医
学
部　

感
染
制
御
学
教
授
（
現
大
阪
府
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
協
議
会
座
長
）
の
講
演
が
初
め
て
大
阪
府
医

 

  

中中華華人人民民共共和和国国武武漢漢市市ににおおいいてて   

新新型型ココロロナナウウイイルルスス関関連連肺肺炎炎がが発発生生！！  

中国湖北省武汉市发生新型冠状病毒性肺炎！  

Novel coronavirus pneumonia has occurred in ＷＷuhan 
City, Hubei Province of China! 
              
  

武武漢漢市市かからら帰帰国国さされれたた方方でで「「咳咳」」やや「「3377..55℃℃  以以上上のの  

発発熱熱」」等等のの症症状状ががああるる場場合合ににはは、、医医療療機機関関職職員員にに  

おお申申しし出出くくだだささいい。。   

如果您从武汉市返回和入境并出现咳嗽或发烧等症状， 

请主动跟医务人员申报  

If you come from Wuhan City with symptoms such as  
cough or fever, please contact the medical staff.  
 

 
 
 
                         大大阪阪市市北北区区医医師師会会  感感染染症症対対策策委委員員会会      

  

  

図３
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師
会
主
催
で
開
か
れ
、
そ
の
夕
刻
に
緊
急
に
感
染
委
を
開
催
し
、
情
報
交

換
を
致
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
月
15
日
（
土
）
前
述
し
た
ど
お
り
１
５
９
回
学
術
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
題
②
の
白
野
先
生
か
ら
大
阪
府
の
第
１
例
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
肺
炎
症
例
を
追
加
報
告
さ
れ
、
興
味
深
く
拝
聴
し
ま
し
た
。
対
岸
の
火

事
状
態
（
武
漢
を
中
心
と
す
る
中
国
本
土
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
・

ク
ル
ー
ズ
船
）
か
ら
３
月
に
入
り
感
染
拡
大
に
伴
い
感
染
委
の
テ
ー
マ
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
一
辺
倒
と
な
り
４
月
３
日
に
は
急
遽
第
６
回
感

染
委
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
が
設
置
さ
れ
て

い
る
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
の
安
井
良
則
先
生
か
ら
の
症
例
報
告
を
は

じ
め
北
野
病
院
、
住
友
病
院
か
ら
も
現
状
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
に
し
て

も
発
熱
患
者
や
肺
炎
疑
い
の
患
者
は
必
ず
病
診
連
携
室
を
通
し
て
相
談
し

て
か
ら
の
紹
介
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
末
に
緊
急
事
態
宣
言
期
間
が
終
了
し
、
第
２
波
に
備
え
て
６
月
25

日
に
第
７
回
感
染
委
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
地
区

医
師
会
員
に
よ
る
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
に
よ
る
鼻
咽
頭
拭
い
液
採
取
Ｐ

Ｃ
Ｒ
外
来
が
ス
タ
ー
ト
体
験
さ
れ
た
先
生
の
報
告
あ
り
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
延
期
中
止
さ
れ
て
い
た
北
区
医
師
会
講
演
会
、
理
事
会
な
ど
に
つ
い
て

感
染
対
策
を
十
分
考
慮
す
れ
ば
再
開
で
き
る
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
８
回
感
染
委
は
９
月
24
日
に
開
催
さ
れ
秋
冬
に
向
け
た
発
熱
者
の
相

談
・
外
来
診
察
・
検
査
に
つ
い
て
の
地
域
の
診
療
所
に
検
査
協
力
が
要
請

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
地
域
で
発
熱
外
来
等
を
設
置
し
診
療
所
医
師
が

出
務
す
る
案
は
ま
だ
計
画
も
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
が
考
え
る
発
熱
外
来

を
診
療
所
に
設
置
す
る
こ
と
は
北
区
内
で
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

感
染
拡
大
の
フ
ェ
イ
ズ
に
よ
っ
て
各
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
疑
い
、
ま
た
は
発
熱
者
へ
の
対
応
が
違
い
か
つ
流
動
的
で
北
区
医
師

会
員
で
共
有
し
て
差
し
支
え
な
い
情
報
が
少
な
く
残
念
で
し
た
。
11
月
18

日
の
大
阪
中
央
病
院
で
開
催
さ
れ
た
第
63
回
病
診
連
携
委
員
会
各
病
院
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
患
者
、
医
療
従
事
者
の
対
応
の

実
情
を
聴
か
し
て
い
た
だ
い
た
か
ぎ
り
、
日
常
生
活
上
の
制
限
さ
れ
、
大

変
な
ス
ト
レ
ス
の
中
で
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
回
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の

委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
も
う
一
度
練
り
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
執
っ
て
当
初
は
診
療
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
委
員
の
試
案
を
紹
介
し
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
北
区

の
特
殊
性
に
合
わ
せ
で
、
発
熱
外
来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
外
来
を
医
師
会
主
導
で
創

設
す
る
こ
と
な
ど
提
案
は
あ
っ
た
も
の
の
具
体
化
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
も
定
期
的
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
各
段
階
で
情
報
共
有

し
会
員
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
開
催
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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当
院
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

診
療
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て

公
益
財
団
法
人
田
附
興
風
会
医
学
研
究
所
北
野
病
院

病
院
等
補
佐
・
感
染
制
御
対
策
室
室
長
・
感
染
症
科
部
長
・ 

呼
吸
器
内
科
部
長　

丸　

毛　
　
　

聡

　

２
０
１
９
年
12
月
初
旬
に
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
発
見
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V

ID
-
1
9

）
は
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
後
の

２
０
２
０
年
３
月
初
旬
に
は
世
界
中
に
蔓
延
し
、
そ
れ
か
ら
１
年
経
過
し

た
２
０
２
１
年
３
月
現
在
も
新
規
患
者
発
生
数
60
万
人
／
日
以
上
が
続

き
、
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
本
邦
で
も
２
０
２
０
年
１

月
に
国
内
初
症
例
を
認
め
て
以
来
、
第
１
波
・
第
２
波
・
第
３
波
と
感
染

の
拡
大
・
収
束
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
や
は
り
終
息
の
兆
し
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
の
１
年
間
の
当
院
で
のC

O
V

ID
-
1
9

診
療
に
関
し
て
病
院

の
対
応
を
振
り
返
る
。

１
．
指
揮
系
統
の
統
制
化

　

p
r
e
-
C

O
V

ID
-
1
9

の
当
院
は
、
指
定
感
染
症
医
療
機
関
で
は
な
く
、
感

染
制
御
対
策
室
・
感
染
症
科
に
も
専
従
医
師
は
い
な
い
病
院
で
あ
っ
た
。

事
前
に
新
興
感
染
症
に
対
す
る
対
策
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
た
か
と
言
わ

れ
た
ら
、
正
直
回
答
は
ノ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
２
０
２
０
年
１
月

16
日
に
国
内
で
１
人
目
の
感
染
者
が
出
て
、
直
後
に
は
世
界
で
ヒ
ト
・
ヒ

ト
感
染
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
１
月
28
日
に
臨
時
院
内
感
染
対
策
委

員
会
を
行
っ
た
。
以
降
委
員
会
を
定
期
的
に
行
い
、
４
月
７
日
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。C

O
V

ID
-
1
9

に
関
す

る
こ
と
は
、
対
策
本
部
に
情
報
を
集
約
し
、
対
策
本
部
以
外
の
情
報
発
信

を
抑
制
す
る
体
制
を
築
い
た
。
ま
た
、
大
阪
府
の
独
自
モ
デ
ル
を
模
倣
し

た
段
階
的
職
員
規
制
レ
ベ
ル
（
北
野
規
制
レ
ベ
ル
）
を
設
定
し
、
地
域
の

感
染
状
況
に
応
じ
た
病
院
職
員
の
実
施
す
べ
き
感
染
対
策
を
提
示
し
た
。

C
O

V
ID

-
1
9

診
療
の
院
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
２
０
２
０
年
１
月
23
日
に
初

版
を
発
行
し
て
以
降
、
適
宜
改
定
を
加
え
、
関
係
職
員
に
都
度
変
更
点
を

通
知
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
判
断
し
か
ね
る
案
件
は
、
24
時
間
体
制
で

感
染
制
御
対
策
室
が
電
話
で
対
応
し
た
。
こ
の
よ
う
に
素
早
く
指
揮
系
統

の
統
制
化
を
図
っ
た
こ
と
は
、
新
興
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る

病
院
の
混
乱
を
回
避
す
る
一
助
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

２
．
地
域
に
お
け
る
当
院
の
役
割
の
設
定

　

当
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
、
疑
似
症
定
点
機
関
で
あ
る
地
域
の
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急
性
期
病
院
と
し
て
、
行
政
の
指
導
の
下
指
定
感
染
症
医
療
機
関
の

C
O

V
ID

-
1
9

診
療
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、C

O
V

ID
-
1
9

以
外
の
疾
患
の

通
常
診
療
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
保
健
所
依
頼

のC
O

V
ID

-
1
9

疑
い
患
者
の
外
来
診
療
（
い
わ
ゆ
る
「
帰
国
者
・
接
触
者

外
来
」
）
お
よ
びC

O
V

ID
-
1
9

確
定
患
者
（
軽
症
・
中
等
症
）
の
入
院
診

療
を
行
う
と
と
も
に
、C

O
V

ID
-
1
9

以
外
の
疾
患
の
診
療
を
通
常
通
り
の

規
模
で
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
通
常
診
療
の
制
限
は
第
１
波
を
中
心

に
あ
る
程
度
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
目
標
と

し
た
役
割
は
流
行
初
期
か
ら
２
０
２
１
年
３
月
時
点
ま
で
途
切
れ
る
こ
と

な
く
実
現
で
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
他
で
も
な
い
大
阪
府
の
医
療

が
崩
壊
せ
ず
に
守
ら
れ
て
き
た
お
陰
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

３
．
感
染
対
策
の
強
化

　

C
O

V
ID

-
1
9

の
感
染
対
策
が
難
し
い
理
由
と
し
て
、
①
無
症
候
性
保
菌

者
で
も
ウ
イ
ル
ス
量
が
多
く
感
染
力
が
強
い
こ
と
、
②
発
症
前
か
ら
感
染

力
を
有
す
る
こ
と
、
③
潜
伏
期
間
が
長
い
こ
と
、
④
感
染
経
路
が
飛
沫
感

染
・
接
触
感
染
・
空
気
感
染
の
可
能
性
と
多
彩
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
以
上
の
微
生
物
学
的
特
徴
を
考
慮
し
、
当
院
で
は
以
下
の
よ

う
な
感
染
対
策
強
化
を
行
っ
た
。

　

空
間
・
時
間
分
離
と
し
て
、
有
症
状
患
者
を
診
察
す
る
発
熱
外
来
を

２
０
２
０
年
２
月
25
日
設
置
し
、
専
用
外
来
ブ
ー
ス
で
の
診
察
を
行
っ
て

き
た
。
入
院
診
療
で
は
、C

O
V

ID
-
1
9

に
対
す
る
専
用
病
床
確
保
の
た
め

に
病
棟
を
再
編
し
、
２
０
２
０
年
４
月
27
日
専
用
病
棟
を
開
設
し
、
看
護

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
移
動
、
陽
性
患
者
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
徹
底
を
行
っ
た
。C

O
V

ID
-
1
9

診
療
に
携
わ
る
医
師
は
、
第
１
波
で
は

全
診
療
科
か
ら
招
集
さ
れ
た
１
週
間
毎
の
専
従
の
チ
ー
ム
と
し
た
。
し
か

し
こ
の
方
法
は
、
外
来
や
手
術
の
代
理
医
師
を
立
て
る
の
に
手
間
で
あ
っ

た
。
第
２
波
以
降
は
、
発
熱
外
来
は
全
診
療
科
か
ら
の
日
替
わ
り
の
当
番

医
師
、
専
門
病
棟
は
呼
吸
器
内
科
医
師
の
み
に
よ
る
診
療
と
し
た
。

C
O

V
ID

-
1
9

診
療
負
担
を
診
療
科
全
体
で
担
う
こ
と
は
病
院
の
協
調
性
に

は
重
要
で
あ
る
が
、
過
度
の
負
担
配
分
は
マ
ン
パ
ワ
ー
活
用
の
効
率
を
下

げ
る
た
め
、
各
病
院
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
人
員
配
置
を
修
正
し
な
が

ら
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　

水
際
対
策
と
し
て
は
、
２
０
２
０
年
２
月
21
日
よ
り
面
会
制
限
を
は
じ

め
と
し
た
入
館
制
限
を
行
う
と
共
に
、
入
館
者
全
員
に
対
し
発
熱
・
呼
吸

器
症
状
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
有
症
状
者
の
早
期
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行

っ
た
。
１
日
２
回
の
検
温
を
含
む
職
員
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び
そ
の
提

出
も
、
２
０
２
０
年
２
月
17
日
か
ら
必
須
と
し
た
。

　

環
境
整
備
と
し
て
は
、C

O
V

ID
-
1
9

患
者
（
疑
い
含
む
）
を
診
療
し
た

ス
ペ
ー
ス
はU

V
-
C

装
置U

V
D

I-
3
6
0

に
よ
り
滅
菌
し
た
。U

V
D

I-
3
6
0

は
、

環
境
内
の
ウ
イ
ル
ス
を
1
分
間
で
99
％
除
去
で
き
る
装
置
で
、
２
０
１
９

年
大
阪
府
下
の
医
療
機
関
の
中
で
は
３
番
目
に
当
院
に
導
入
さ
れ
た
。
環

境
に
長
く
生
存
す
る
と
い
わ
れ
るS

A
R
S
-
C

o
V

-
2

に
対
す
る
接
触
感
染
対

策
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
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４
．
検
査
体
制
の
強
化

　

S
A

R
S
-
C

o
V

-
2

の
検
出
の
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
はR

T
-
P
C

R

な
ど

の
核
酸
増
幅
検
査
（
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｔ
）
で
あ
る
が
、
本
邦
の
医
療
機
関
で
は
Ｎ

Ａ
Ａ
Ｔ
の
普
及
が
遅
れ
て
お
り
、
第
１
波
当
時
は
医
師
が
希
望
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
検
査
が
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。　

　

当
院
で
も
当
初
は
保
健
所
で
の
行
政
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
み
を
行
っ
て
き
た

が
、
結
果
判
明
ま
で
２
～
３
日
と
長
い
こ
と
が
問
題
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
保
険
適
応
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
院
内

Ｒ
Ｔ

－

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
結
果
判
明
ま
で
が
70
分

程
度
と
待
機
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
２
０
２
０
年
５
月

定
性
抗
原
キ
ッ
ト
も
導
入
し
、
結
果
判
明
ま
で
は
30
分
と
さ
ら
に
短
縮
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
緊
急
の
判
断
を
要
す
る
診
療
場
面
で
の
対
応
が
可
能

と
な
っ
た
。
そ
の
後
Ｒ
Ｔ

－

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
よ
り
検
査
時
間
の
短
い
Ｌ
Ａ

Ｍ
Ｐ
法
へ
と
移
行
し
、
迅
速
抗
原
検
査
は
よ
り
感
度
の
高
い
精
密
定
量
抗

原
検
査
に
移
行
し
た
。
と
り
わ
け
精
密
定
量
抗
原
検
査
は
、
Ｒ
Ｔ

－

Ｐ
Ｃ

Ｒ
と
同
程
度
の
感
度
を
有
し
な
が
ら
、
全
自
動
で
随
時
測
定
が
可
能
で
あ

る
た
め
、
救
急
診
療
で
は
中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
２
０
年
６
月
か
ら
は
全
身
麻
酔
手
術
全
患
者
、
７
月
か
ら
は
入
院
全

患
者
に
、
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
法
ま
た
は
精
密
定
量
抗
原
検
査
に
よ
るS

A
R
S
-

C
o
V

-
2

陰
性
を
確
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。C

O
V

ID
-
1
9

を
疑
っ
て
い
な

い
患
者
の
入
院
前
検
査
でS

A
R
S
-
C

o
V

-
2

を
検
出
し
、
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
予
防
に
寄
与
し
た
こ
と
も
複
数
回
経
験
し
た
。

　

本
邦
医
療
機
関
で
普
及
が
不
十
分
で
あ
っ
た
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｔ
を
当
院
で
は
素

早
く
広
い
対
象
に
導
入
し
た
こ
と
の
是
非
は
、
感
染
制
御
の
観
点
か
ら
は

検
証
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
患
者
・
職
員
の
不
安
に
対
す
る

緩
和
に
な
っ
た
こ
と
は
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
振
り
返
る
。

表１．当院で可能なCOVID-19関連検査

検査名 原理 検体 検査時間

核酸検査

SARS-CoV-2 Detection 
Kit

RT-PCR法
鼻咽頭拭い ・
（唾液）

66分

Loopamp SARS-CoV-2
検出試薬キット

LAMP法
鼻咽頭拭い ・
（唾液）

36分

GeneXpert RT-PCR法 鼻咽頭拭い 45分

FilmArray RT-PCR法 鼻咽頭拭い 45分

抗原検査

定性抗原 イムノクロマト法
鼻咽頭拭い ・
（唾液）

30分

定量抗原 CLIA法
鼻咽頭拭い ・
（唾液）

30分

抗体検査
新型コロナウイルス
IgG/IgM抗体

CLIA法 血清 30分
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５
．
当
院
で
の
診
療
実
績

　

入
院
診
療
は
、
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
２
０
２
１
年
２
月
ま
で
に

C
O

V
ID

-
1
9

専
用
病
棟
に
お
い
て
確
定
患
者
１
２
８
名
・
疑
似
症
患
者

２
６
１
名
の
計
３
８
９
名
の
診
療
を
行
っ
て
き
た
。
入
院
確
定
患
者
の
平

均
年
齢
で
は
、
第
１
波

53.9
歳
、
第
２
波

59.6
歳
、
第
３
波

71.2
歳
と
、
第
３
波

で
は
高
齢
化
が
顕
著
だ
っ
た
。
ま
た
、
重
症
度
・
転
帰
に
関
し
て
は
、
病

状
悪
化
に
よ
る
重
症
専
門
病
院
転
院
が
20
名
で
重
症
化
率
は

15.6
％
だ
が
、

人
工
呼
吸
器
装
着
を
希
望
し
な
か
っ
た
た
め
当
院
で
の
診
療
を
継
続
し
た

死
亡
退
院
８
名
を
含
め
る
と
、
実
際
の
重
症
化
は

21.9
％
と
な
っ
た
。
入
院

基
準
は
異
な
る
が
、
当
院
で
の
肺
炎
入
院
症
例
で
の
人
工
呼
吸
器
装
着
ま

た
は
死
亡
に
至
っ
た
割
合
が
10
％
未
満
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

C
O

V
ID

-
1
9

が
決
し
て
「
た
だ
の
か
ぜ
」
で
は
な
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

る
。

　

ま
た
、
職
員
の
感
染
に
関
し
て
は
、
長
期
化
す
る
病
院
ク
ラ
ス
タ
ー
は

認
め
ず
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
概
ね
通
常
診
療
が
継
続
さ
れ
た
。
た
だ
、

病
棟
患
者
２
名
と
職
員
４
名
の
合
計
６
人
の
発
症
を
認
め
た
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
。
14
日
間
の
病
棟
閉
鎖
を
行
い
、
最
短
で
の
収
束
を
迎
え
た
。
こ
の

ケ
ー
ス
に
お
い
てin
d
ex case

は
、
入
院
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で
は

陰
性
（
お
そ
ら
く
偽
陰
性
）
で
あ
っ
た
が
、
入
院
後
間
も
な
く
発
症
し
た

患
者
で
あ
っ
た
が
、
介
護
度
が
高
か
っ
た
た
め
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の

着
用
を
常
時
し
て
い
る
職
員
へ
の
感
染
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の

件
以
降
、
職
員
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
着
用
を
必
須
と
し
、
以
降
は
幸
い

大
き
な
院
内
感
染
は
発
生
し
て
い
な
い
。

６
．
長
期
化
に
伴
う
問
題
点
へ
の
対
応

　

第
１
波
と
比
較
し
第
３
波
の
頃
に
は
、C

O
V

ID
-
1
9

対
策
に
関
し
て
病

院
職
員
も
十
分
に
習
熟
し
て
き
た
印
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

C
O

V
ID

-
1
9

感
染
蔓
延
が
長
期
化
す
る
こ
と
で
、
下
記
の
２
つ
の
問
題
点

が
浮
上
し
た
。

表２．当院でのCOVID-19診療実績
　　　（2020年3月1日～ 2021年2月28日）

人数

診断
ＰＣＲ ・ 抗原検査提出数 16,117

ＰＣＲ ・ 抗原検査陽性数 367 (2.28％)

治療

入院患者数 （うち確定） 389 (128)

重症化転院数 20

院内死亡 8
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①
　
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

　

C
O

V
ID

-
1
9

は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気
で
あ
る
「
生
物
学

的
感
染
症
」
以
外
に
、
「
精
神
的
感
染
症
」
（
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
駆
り

立
て
ら
れ
る
不
安
や
恐
怖
）
や
「
社
会
的
感
染
症
」
（
不
安
や
恐
怖
が

生
み
出
す
嫌
悪
・
差
別
・
偏
見
）
を
引
き
起
こ
す
。
当
院
で
は
、
第
１

波
の
際
か
らC

O
V

ID
-
1
9

診
療
に
携
わ
る
職
員
に
対
し
、
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
精
神
健
康
調
査
票
に
よ
る
職
員
の
ス
ト
レ
ス
評
価
を

行
っ
て
き
た
。
結
果
、C

O
V

ID
-
1
9

確
定
患
者
を
診
療
す
る
職
員
よ
り
、

疑
似
症
を
診
療
す
る
救
急
部
職
員
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
い
こ
と
が
判
明

し
た
。
感
染
制
御
対
策
室
で
適
宜
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も

に
、
緩
和
ケ
ア
科
を
中
心
と
し
た
相
談
窓
口
を
設
定
し
、
希
望
者
に
介

入
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
従
来
の
様
式
で
の
診
療
が
出
来
な
い
こ
と
や
病
院
外
に
お

け
る
自
粛
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
感
染
の
長
期
化
に
伴
い

C
O

V
ID

-
1
9

に
関
す
る
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
解
決
す
べ
き
課

題
が
多
く
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

②
　
職
員
教
育
の
品
質
低
下

　

第
１
波
の
際
は
ち
ょ
う
ど
２
０
２
０
年
度
新
入
職
職
員
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
含
め
た
教
育
の
時
期
で
あ
っ
た
が
、C

O
V

ID
-
1
9

の
影
響

で
、
教
育
は
最
小
限
、
可
能
な
限
り
対
面
は
避
け
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
研

修
会
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
孤
発
的
に
出
た
職
員
感
染
者
の

多
く
は
、
新
入
職
の
職
員
で
あ
っ
た
。C

O
V

ID
-
1
9

感
染
拡
大
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
習
熟
度
の
高
い
研
修
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
当
院
で
は

第
２
波
の
収
束
し
た
２
０
２
０
年
10
月
・
11
月
に
再
度
新
人
研
修
を
行

い
、
職
員
各
自
の
感
染
対
策
の
レ
ベ
ル
向
上
に
努
め
た
。
結
果
、
そ
れ

以
降
は
新
入
職
のC

O
V

ID
-
1
9

発
症
は
認
め
て
い
な
い
。
２
０
２
１
年

度
に
関
し
て
は
必
要
な
感
染
対
策
の
下
、
可
能
な
限
り
従
来
通
り
研
修

会
・
講
習
会
を
行
っ
て
い
く
方
針
と
な
っ
た
。

７
．
お
わ
り
に

　

C
O

V
ID

-
1
9

に
よ
り
医
療
機
関
で
の
診
療
は
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
そ
し
て
１
年
以
上
経
過
し
た
現
在
も
終
息
の
兆
し
は
な
い
。
政

府
は
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
提
唱
し
た
が
、
医
療
機
関
に
お
い
て
も
適

切
な
感
染
対
策
を
含
む
「
新
し
い
診
療
様
式
」
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
当
院
に
お
い
て
も
、
こ
の
１
年
間
の
経
験
を
活
か
し
て
、
更
な
る
体

制
整
備
を
行
い
、
行
政
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
地
域
で
の
急
性
期
病
院
と

し
て
の
役
割
を
安
全
に
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

※
こ
の
文
章
は
２
０
２
１
年
３
月
下
旬
現
在
の
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
１
年
を
ふ
り
返
っ
て

－

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

発
生
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

－

済
生
会
中
津
病
院
感
染
管
理
室
長　

安　

井　

良　

則

《
は
じ
め
に
》

　

２
０
２
０
年
１
月
に
中
国
の
武
漢
市
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ま
た
た
く
間
に
こ

の
感
染
症
は
世
界
中
に
拡
散
し
て
い
き
、
も
ち
ろ
ん
日
本
国
内
に
も
侵
入

し
、
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
明
け
暮
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私
自
身
は
、
大
阪
市
の
北
部
に
あ
っ
て
、
当
初
か

ら
一
貫
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
に
対
す
る
対
応
・
診
療
を
行
っ

て
き
た
済
生
会
中
津
病
院
に
お
い
て
、
「
感
染
対
策
と
外
来
及
び
入
院
診

療
」
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き
く
変
化
す
る
状
況
に
振
り
回
さ
れ
な

が
ら
、
「
何
が
あ
っ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
当

院
の
診
療
を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
決
意
の
も
と
、

な
ん
と
か
１
年
間
が
経
過
し
ま
し
た
。
自
分
の
病
院
で
の
対
応
に
追
わ
れ

て
、
周
り
を
見
渡
す
余
裕
な
ど
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
院
で
の

対
応
等
を
中
心
に
、こ
の
１
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
第
一
波
の
頃
》

　

大
阪
市
北
区
に
位
置
す
る
当
院
は
、
ま
だ
大
阪
の
患
者
発
生
数
が
１
例

だ
け
で
あ
っ
た
２
０
２
１
年
２
月
13
日
か
ら
「
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
」

を
立
ち
上
げ
、
情
報
が
乏
し
く
、
適
切
な
感
染
対
策
や
治
療
方
法
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
中
で
、
感
染
発
病
者
の
入
院
加
療
に
向
け
た
準
備
等
も
行
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
２
月
26
日
に
大
阪
で
は
２
例
目
と
な
る
症
例
の

診
断
を
行
い
、
３
月
２
日
に
は
当
院
で
の
最
初
の
入
院
例
（
大
阪
の
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
関
連
の
症
例
）
が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
は
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
な
け
れ
ば
使
用
で
き
る
治
療
薬
も
よ
く
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
本
当
に

手
探
り
で
入
院
患
者
の
治
療
を
行
い
な
が
ら
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
陰
性
化
す

る
の
を
ひ
た
す
ら
待
つ
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
入
院

症
例
の
多
く
が
現
在
な
ら
ば
ホ
テ
ル
待
機
や
自
宅
待
機
の
適
応
と
な
る
病

態
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
順
調
な
経
過
の
後
に
退
院
す
る
ケ
ー
ス
が
大

半
で
し
た
。
し
か
し
、
３
月
31
日
以
降
、
短
期
間
の
う
ち
に
人
工
呼
吸
器

管
理
を
要
す
る
重
症
例
が
立
て
続
け
に
入
院
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
感
染
症
が
容
易
な
ら
ざ
る
疾
患
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

患
者
の
重
症
化
の
兆
候
を
早
期
に
検
知
し
、
そ
の
重
症
化
を
阻
止
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
フ
ァ
ビ

ピ
ラ
ビ
ル
（
ア
ビ
ガ
ン
）
を
使
用
し
て
い
る
病
院
が
大
阪
に
は
な
く
、
最

初
の
症
例
が
入
院
し
た
直
後
に
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
と
考
え
、
同
薬
の

治
験
を
行
っ
て
い
る
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
の
治
験
責
任
医
師
（
大
曲
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国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
）
に
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
当
院
も
治
験

に
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
院
内
の
倫
理
委

員
会
で
も
至
急
で
承
認
し
て
い
た
だ
き
、
３
月
６
日
以
降
は
院
内
で
使
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
に
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
（
ベ
ク
ル
リ

ー
）
が
国
内
で
緊
急
承
認
さ
れ
る
ま
で
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
が
期
待
で

き
て
使
用
す
る
価
値
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
唯
一
の
薬
剤
で
し
た
。
ま
た
、

４
月
に
は
重
症
化
を
阻
止
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
薬
剤
と
し
て
ト
シ
リ

ズ
マ
ブ
（
ア
ク
テ
ム
ラ
）
も
院
内
の
倫
理
委
員
会
で
承
認
し
て
い
た
だ
き
、

使
用
で
き
る
体
制
を
急
い
で
整
え
ま
し
た
。

　

今
振
り
返
る
と
、
図
１
、
図
２
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
第
一
波
は
患
者

数
が
少
な
く
、
入
院
し
て
く
る
患
者
も
後
の
第
二
波
、
第
三
波
と
比
べ
て

大
半
は
重
症
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
短
期
間
で
症
状
も
改
善
し
て
安
定
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
当
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

患
者
の
入
院
加
療
を
行
っ
て
い
る
病
院
が
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
当
院
で

の
入
院
病
床
数
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
特
に
４
月
に
入
っ
て
か
ら

は
、
病
床
は
常
に
逼
迫
し
た
状
態
で
し
た
。

　

現
場
で
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
向
き
合
っ
て
き
た
者
と

し
て
は
、
当
初
か
ら
こ
の
感
染
症
は
誰
も
が
感
染
・
罹
患
す
る
感
染
症
で

あ
り
、
こ
れ
だ
け
世
界
中
に
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
日
本
国
内

に
お
い
て
も
大
半
の
人
が
感
染
す
る
か
、
あ
る
い
は
後
に
ワ
ク
チ
ン
が
開

発
さ
れ
て
国
民
の
多
く
が
接
種
を
受
け
、
免
疫
を
有
す
る
状
態
に
な
る
ま

で
は
、
流
行
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
国
内

の
殆
ど
の
医
療
関
係
者
は
、
自
分
の
意
志
と
は
関
係
な
く
こ
の
感
染
症
に

関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
こ
の
頃
は
「
で
き
れ
ば
関
わ
り
合
い
に
な
り
た
く
な
い
」
と
思
っ
て

い
た
医
療
従
事
者
が
大
半
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
し
、
私
共
の
病
院

内
に
お
い
て
さ
え
も
、
実
際
に
患
者
と
接
し
て
い
る
一
部
の
医
療
従
事
者

を
除
い
て
は
、
認
識
に
か
な
り
の
温
度
差
が
あ
り
、
覚
悟
を
決
め
て
頑
張

っ
て
い
る
看
護
師
に
心
無
い
言
葉
が
浴
び
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
保
つ
の
に
苦
慮
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
第
一
波
（
２
０
２
０
年
３
月
～
５
月
）
に
お
け
る
当
院
の
入
院
患

者
数
は
22
名
で
し
た
。

《
第
二
波
》

　

５
月
、
６
月
と
患
者
発
生
数
は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
図
１
、
図

２
に
も
あ
る
よ
う
に
７
月
に
入
っ
て
患
者
数
は
再
び
急
増
し
、
流
行
の
第

二
波
が
到
来
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
本
来
は
冬
に
流
行
す
る

感
染
症
で
あ
り
、
国
民
の
大
半
が
感
受
性
者
で
あ
る
と
は
い
え
、
暑
い
夏

の
季
節
に
も
流
行
す
る
と
い
う
現
実
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
波
で
は
流
行
開
始
の
初
期
よ
り
病
床
数
は
逼

迫
し
、
な
ん
と
か
患
者
収
容
人
数
を
増
や
し
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

多
く
の
入
院
要
請
を
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
ず
、
忸
怩
た
る
思
い
で
あ
っ
た

期
間
が
長
か
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
府
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
当
院
で
は
夏
期
の
間
に
病
棟
を
再
編
成
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し
て
、
８
月
中
旬
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
患
者
を
収
容
す
る

13
床
の
専
用
病
床
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
し
、
こ
れ
ま
で
保
健
所
で
の
行
政

検
査
や
外
注
検
査
に
頼
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
リ
ア

ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
、
３
月
か
ら
希
望
し
て
い
た
検
査
機
器
を
７
月

に
よ
う
や
く
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
こ
れ
も
８
月
中
旬
に
院
内
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
第
二
波

の
流
行
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の
第
二
波

で
立
ち
上
が
っ
た
専
用
病
棟
と
院
内
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
、
10
月
中
旬
頃
か
ら

始
ま
っ
て
翌
年
の
２
月
頃
ま
で
続
い
た
流
行
の
第
三
波
に
お
い
て
、
当
院

の
患
者
対
応
や
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
核
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

表
は
当
院
で
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
そ
の
状
態
に

応
じ
て
主
に
使
用
し
て
い
る
薬
剤
で
あ
り
、
こ
れ
も
第
二
波
の
頃
に
使
用

方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
が
多
い
で
す
。
シ
ク
レ
ソ
ニ
ド
は
後
に

効
果
を
疑
問
視
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
ほ
と
ん

ど
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

第
二
波
（
２
０
２
０
年
６
月
～
９
月
）
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
入
院
患
者
数
は
46
名
で
し
た
。

《
第
三
波
》

　

図
１
、
図
２
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
二
波
と
第
三
波
の
間
は
患
者

数
が
そ
れ
ほ
ど
減
少
す
る
こ
と
は
な
く
、
第
三
波
に
移
行
し
て
い
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
加
え
て
大
阪
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
10
月
中
旬
頃
か
ら

患
者
数
が
増
加
し
、
11
月
下
旬
に
一
旦
は
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の

後
患
者
数
は
漸
減
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
年
明
け
の
１
月
に
入
っ
て
再
び

患
者
数
は
急
増
し
、
１
月
８
日
の
新
た
な
陽
性
患
者
数
は
６
５
４
と
１
日

の
患
者
発
生
数
と
し
て
は
過
去
最
多
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
く
日
々
の
発
生
患
者
数
は
増
加
し
、
流
行
期
間
も
長

く
、
首
都
圏
や
京
阪
神
地
方
で
は
明
確
な
接
触
歴
の
な
い
い
わ
ゆ
る
市
中

感
染
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
患
者
発
生
数
が
多
す
ぎ
て
、
保
健
所
等
の

公
衆
衛
生
機
関
の
疫
学
調
査
が
全
然
追
い
つ
か
ず
、
途
中
か
ら
は
半
ば
放

棄
さ
れ
て
い
た
印
象
も
あ
り
ま
す
。
当
院
に
お
い
て
も
20
歳
代
の
若
い
職

員
を
中
心
に
、
市
中
感
染
と
思
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
例
が

散
見
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
相
当
程
度
拡
大
し

て
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
院
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

の
可
能
性
も
常
に
危
惧
さ
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
大
阪
府
内

の
病
床
も
非
常
に
逼
迫
し
た
状
態
と
な
り
、
中
等
症
患
者
の
病
床
数
は
大

阪
府
か
ら
の
度
重
な
る
要
請
に
よ
り
、
13
→
21
→
24
と
増
加
さ
せ
て
い
っ

た
こ
と
に
加
え
て
、
12
月
か
ら
は
新
規
に
人
工
呼
吸
器
に
よ
る
呼
吸
管
理

を
要
す
る
重
症
患
者
を
２
名
（
最
大
３
名
）
受
け
入
れ
る
こ
と
（
重
症
、

中
等
症
を
合
わ
せ
た
最
大
の
受
け
入
れ
可
能
数
は
27
名
）
と
な
り
ま
し

た
。
流
行
期
間
中
は
大
阪
府
か
ら
の
入
院
要
請
に
加
え
て
、
救
急
搬
送
さ

れ
て
き
た
初
診
例
や
近
隣
の
医
療
機
関
か
ら
の
肺
炎
等
で
の
紹
介
例
の
中

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
と
診
断
さ
れ
る
例
も
増
加
し
て

い
き
ま
し
た
。
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12
月
10
日
は
日
曜
日
で
し
た
が
、
併
設
さ
れ
て
い
る
老
健
施
設
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
を
検
知
し
、
た
だ
ち
に
入
所
者
と
職
員
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

と
陽
性
者
の
隔
離
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
が
、
既
に
入
所
者
33
名
と
職
員

16
名
（
合
計
49
名
）
に
感
染
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
新
た
な
要
入
院
患
者

数
は
34
名
（
入
所
者
33
名
、
職
員
１
名
）
に
上
り
、
他
の
陽
性
患
者
が
入

院
加
療
中
で
あ
っ
た
当
院
で
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
し
た
が
、
大
阪
府
に
検
索
を
依
頼
し
て
も
入
院
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
医
療
機
関
は
皆
無
で
し
た
。
ま
さ
に
緊
急
事
態
で
あ
り
、
当
院
で
は

元
々
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
専
用
病
棟
に
加
え
て
新
た
に

１
病
棟
を
空
け
て
、
こ
の
２
病
棟
で
ク
ラ
ス
タ
ー
で
の
要
入
院
患
者
34
名

を
受
け
入
れ
、
更
に
も
う
１
病
棟
を
空
け
て
、
そ
の
病
棟
の
看
護
ス
タ
ッ

フ
を
老
健
施
設
に
投
入
し
、
感
染
が
検
知
さ
れ
た
16
名
の
職
員
と
、
濃
厚

接
触
と
判
定
さ
れ
て
要
自
宅
待
機
と
な
っ
て
い
た
職
員
の
代
わ
り
に
、
残

っ
て
い
る
入
所
者
（
濃
厚
接
触
者
と
非
濃
厚
接
触
者
を
分
離
）
の
介
護
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
老
健
施
設
関
係
者
で
は
新
た
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
例
は
出
現
す
る
こ
と
は
な
く
、
お
よ
そ
３
週

間
で
ク
ラ
ス
タ
ー
は
収
束
し
、
幸
い
に
し
て
死
亡
さ
れ
た
入
所
者
も
お
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
へ
の
対
応
の
期
間
中
は
救
急
の

受
け
入
れ
は
ほ
ぼ
ス
ト
ッ
プ
の
状
態
と
な
り
、
外
部
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
入
院
要
請
も
全
て
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
１
月
初
旬
に
は
、
臨
時
の
専
用
病
棟
と
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
病
棟

は
元
の
姿
に
戻
り
、
外
部
か
ら
の
入
院
要
請
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
12
月
中
は
ま
だ
漸
減
を
み
せ
て
い
た
大
阪
府
の
患
者
数
も
、

２
０
２
１
年
１
月
に
入
っ
て
か
ら
は
全
国
の
値
と
同
様
に
急
増
し
、
27
床

ま
で
増
床
さ
せ
た
当
院
の
専
用
の
入
院
ベ
ッ
ド
も
す
ぐ
に
満
床
に
近
い
状

態
と
な
り
、
入
院
患
者
の
収
容
可
能
人
数
を
な
ん
と
か
増
員
し
て
き
た
大

阪
府
内
の
病
床
も
す
ぐ
に
逼
迫
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
月
も
下
旬
に
さ
し
か
か
っ
た
23
日
の
や
は
り
日
曜
日
に
、
危

惧
し
て
い
た
病
棟
内
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
（
患
者
13
名
、
ス
タ
ッ
フ
３
名
）

が
検
知
さ
れ
ま
し
た
。
経
過
か
ら
は
、
大
部
屋
で
の
患
者
間
の
伝
播
で
感

染
が
拡
大
し
、
一
部
ス
タ
ッ
フ
に
も
広
が
っ
た
と
こ
ろ
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が

検
知
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
患
者
の
大
半
が
造
血
器
悪
性
腫
瘍

患
者
で
あ
り
、
①
感
染
者
は
長
期
間
に
渡
っ
て
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
続
け

て
い
る
者
が
多
い
こ
と
、
②
原
疾
患
に
加
え
て
、
抗
悪
性
腫
瘍
薬
や
免
疫

抑
制
剤
の
長
期
投
与
に
よ
り
全
員
が
易
感
染
性
で
あ
っ
た
こ
と
、
等
が
こ

こ
ま
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
２
月
は
患
者
数
の
減
少
が
続
き
、
大
阪
で
は
第
三
波
は
よ

う
や
く
過
ぎ
去
り
、
３
月
１
日
に
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
患
者
数
の
増
加
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
検
査
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
大
阪
府
や
兵
庫
県
で
は
患
者
発
生
に
占

め
る
変
異
株
に
よ
る
感
染
例
の
割
合
が
高
く
、
こ
れ
か
ら
の
対
策
は
変
異

株
の
流
行
を
念
頭
に
お
い
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

第
三
波
（
２
０
２
０
年
10
月
～
２
０
２
１
年
３
月
）
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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イ
ル
ス
感
染
症
で
の
入
院
患
者
数
は
１
６
０
名
で
し
た
。

《
終
わ
り
に
》

　

こ
れ
ま
で
に
世
界
中
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患
者
は

１
億
２
，
０
０
０
万
人
を
超
え
、
約
２
７
０
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
日
本
国
内
の
累
積
患
者
数
は
こ
れ
ま
で
に
約
46
万
人
で
あ
り
、
約

８
，
８
０
０
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
で
は
こ
れ
ま
で
に

約
４
万
９
，
０
０
０
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
と
判
定
さ
れ
、
１
，

１
６
２
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
（
２
０
２
１
年
３
月
21
日
現

在
）
。

　

当
院
は
２
０
２
０
年
２
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
へ

の
診
療
を
開
始
し
、
３
月
３
日
に
第
１
例
の
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
て
以

来
、
こ
の
大
阪
市
北
区
に
お
い
て
１
年
間
以
上
に
渡
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

無
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
対
す
る
対
応
と
診
療
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
冒
頭
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
無
我
夢
中
で
、
周
囲

を
見
渡
す
余
裕
が
殆
ど
な
か
っ
た
の
で
、
「
こ
の
１
年
を
ふ
り
返
っ
て
」

を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
主
に
当
院
の
歩
み
を

書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ

り
、
闘
い
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
覚
悟
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
海
外
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
日
本
国
内
に

お
い
て
も
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
ま
ず
は
医
療
従
事
者
に

対
し
て
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
順
調
に
行
け
ば
、
今
後
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
社
、
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ
ン
も
国
内
で
認
可
さ
れ
、
新
た
に
接
種
が

開
始
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
多
く
の
高
齢
者
に
、
更
に
は
多
く
の
成
人
に
行
き
渡
る
に
は
順
調
に
い

っ
て
も
ま
だ
何
か
月
も
の
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
既
に
国
内
に
広
が
り
始

め
て
い
る
変
異
株
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
阻
止
す
る
に

は
残
念
な
が
ら
間
に
合
わ
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
４
月
以
降
、

再
び
急
速
に
患
者
数
が
増
加
し
、
暖
か
い
季
節
に
な
っ
て
も
長
期
間
患
者

発
生
数
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
医
療
関
係

者
は
、
速
や
か
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
終
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
と
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
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図１　新型コロナウイルス感染症の国内の発生動向
　　　（厚生労働省ホームページhttps://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000689601.pdfより）

図２　�大阪府の新型コロナウイルス陽性者数の推移�
（https://covid19-osaka.info/に掲載されている数値を分析してグラフを作成）より
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※１ 都道府県から数日分まとめて国に報告された場合には、本来の報告日別に過去に遡って計上している。なお、重複事例の有無等の数値の精査を行っている。
※２ 令和 年 月 日まで報告がなかった東京都の症例については、確定日に報告があったものとして追加した。

令和3年3月18日24時時点

3月18日の新規陽性者7日間移動平均 1,200人
1週間前の新規陽性者7日間移動平均 1,086人

新型コロナウイルス感染症の国内発生動向
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大大阪阪府府のの新新型型ココロロナナウウイイルルススPCR検検査査陽陽性性者者数数

大阪府の新型コロナウイルスPCR陽性者数の推移
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表　2021年3月現在当院において新型コロナウイルス感染症の治療に用いられている薬剤

薬剤名 商品名 承認 投与方法 期待できる効果 投与時期

ファビピラビル アビガン 未 経口投与 抗ウイルス効果 病初期より使用

シクレソニド オルベスコ 未 吸入 抗ウイルス効果 病初期より使用

レムデシビル ベクルリー 〇 経静脈投与 抗ウイルス効果
SpO2が94以下で
使用

デキサメサゾン デキサント 〇 経静脈・経口 免疫抑制効果
急性増悪期と判断
された場合

トシリズマブ アクテムラ 未 経静脈投与 免疫抑制効果
急性増悪期と判断
された場合

ヘパリンNa ヘパリンナトリウム 〇 経静脈投与 抗凝固・塞栓防止
D-dimer上昇時に
投与

エキサパリンナトリ
ウム

クレキサン 〇 皮下注射 抗凝固・塞栓防止
D-dimer上昇時に
投与

新型コロナウイルス感染症患者の治療に用いられている薬剤

※2021年3月からはイベルメクチン（ストロメクトール）、コルヒチンが院内の倫理委員会で承認され、
COVID-19感染症患者に使用可能となっている

北野病院プラナホール2

北野病院プラナホール1
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ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検
査
場
に
出
務
し
て

西
天
満
班　

古　

林　

敬　

一

（
そ
ね
ざ
き
古
林
診
療
所
）

　

６
月
10
日
と
７
月
７
日
の
２
回
、
大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
に
開
設
さ
れ
た
検
査
場
に
出
向
い
て
、
鼻
咽
頭
検
体
採
取
業
務
を
行
っ

た
。

　

い
ず
れ
の
回
も
梅
雨
の
最
中
で
、
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
を
着
て
の
作
業

は
辛
か
っ
た
。
２
回
目
の
時
に
は
保
冷
材
を
仕
込
ん
だ
ベ
ス
ト
を
中
に
着

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
を
自
分
を
汚
染
せ
ず
に
脱
ぐ
の
は
、
慣
れ
て
い
な

い
我
々
に
は
相
当
難
し
い
。
作
業
に
際
し
、
当
方
の
顔
面
は
防
御
し
な
い

と
い
け
な
い
が
、
首
か
ら
下
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ガ
ウ
ン
で
良
い
の
で
は
と

思
っ
た
。

　

検
査
場
は
「
大
阪
市
保
健
所
が
開
設
し
た
臨
時
診
療
所
」
と
思
い
込
ん

で
い
た
が
、
後
に
開
設
・
運
営
主
体
が
意
外
と
曖
昧
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。

　

出
務
さ
れ
た
他
の
先
生
方
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

北野病院プラナホール吹抜
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コ
ロ
ナ
雑
感

桜
橋
渡
辺
病
院　

林　
　
　

行　

雄

　

桜
橋
渡
辺
病
院
に
赴
任
し
て
以
来
、
秋
が
深
ま
る
こ
ろ
に
な
る
と
渡
辺

病
院
長
か
ら
お
声
が
か
か
り
、
北
区
医
師
会
会
誌
へ
の
投
稿
と
い
う
業
務

命
令
が
下
知
さ
れ
る
の
が
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
珍
し
く
昨
年
は
な
か
っ

た
も
の
の
今
年
は
案
の
定
復
活
。
�
ま
じ
め
な
話
は
い
い
の
で
お
も
ろ
い

原
稿
を
よ
ろ
し
く
�
と
い
う
の
が
い
つ
も
院
長
の
お
言
葉
で
す
。
さ
ら
に

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
（
以
下
コ
ロ
ナ
と
略
し
ま
す
）
が
流
行
っ
て
い
る
か

ら
そ
れ
が
い
い
け
ど
、
原
稿
が
少
な
く
て
困
っ
て
い
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
で

な
く
て
も
構
わ
ん
か
ら
、
と
い
う
つ
け
た
し
、
暗
に
必
ず
投
稿
す
る
よ
う

に
と
の
だ
め
押
し
が
あ
り
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、
来
年
３
月
に
定
年
退

職
を
控
え
て
お
り
、
こ
の
原
稿
が
世
に
出
る
こ
ろ
、
私
は
北
区
医
師
会
会

員
で
な
く
な
っ
て
い
る
は
ず
、
つ
ま
り
こ
れ
が
最
後
の
投
稿
。
専
門
は
麻

酔
科
で
す
の
で
感
染
症
に
関
す
る
こ
と
で
偉
そ
う
な
こ
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
こ
の
１
年
コ
ロ
ナ
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、
病
院
は
大
赤
字
で
ボ
ー
ナ
ス

大
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
日
頃
は
読
ま
な
い
論
文
や
記
事
に

も
目
が
留
ま
り
ま
し
た
し
、
緊
急
事
態
宣
言
と
い
う
人
生
初
の
体
験
も
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
の
流
行
語
大
賞
も
３
密
と
な
り
ま
し
た
し
、や
は
り
、

最
後
は
コ
ロ
ナ
で
行
く
し
か
な
い
と
決
め
ま
し
た
。
中
途
半
端
な
素
人
の

コ
ロ
ナ
語
り
に
お
つ
き
あ
い
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
２
０
２
０
年
12
月
７
日
で
す
。
今
巷
で

は
コ
ロ
ナ
第
３
波
の
真
っ
た
だ
中
で
、
日
々
感
染
者
の
増
加
と
医
療
崩
壊

の
懸
念
の
中
、
Ｇ
ｏ 

ｔ
ｏ
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
を
国
と
自
治

体
が
互
い
に
押
し
付
け
合
い
、
緊
急
事
態
宣
言
も
ち
ら
つ
く
と
い
う
状
況

で
す
。
医
療
面
か
ら
み
れ
ば
、
緊
急
事
態
宣
言
が
感
染
拡
大
防
止
に
有
効

な
手
段
で
あ
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
。
た
だ
、
そ
の
折
り
の
経
済

的
な
ダ
メ
ー
ジ
の
大
き
さ
が
想
像
以
上
で
し
た
。
か
く
い
う
桜
橋
渡
辺
病

院
も
急
激
に
収
支
が
悪
化
し
、
昨
年
出
し
た
利
益
の
ほ
と
ん
ど
を
今
年
度

の
第
一
四
半
期
で
吐
き
出
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
政
府
や

自
治
体
を
し
て
緊
急
宣
言
の
発
動
に
躊
躇
さ
せ
て
い
る
の
は
想
像
に
難
く

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
我
々
は
医
療
者
で
す
か
ら
ま
ず
は
健
康
第
一
で
は
あ

り
ま
す
が
、
病
院
の
収
支
が
戻
ら
な
い
の
も
気
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま

だ
と
職
員
に
来
年
の
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
を
十
分
支
給
で
き
な
く
な
る
の
で
緊

急
宣
言
が
発
動
さ
れ
て
も
第
１
波
の
時
ほ
ど
歓
迎
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

第
１
波
の
宣
言
は
振
り
返
っ
て
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
総

括
に
つ
い
て
の
政
府
見
解
と
か
大
阪
府
知
事
見
解
と
か
は
出
て
い
ま
せ
ん

よ
ね
。
経
済
的
な
損
失
と
医
療
的
な
損
失
を
様
々
な
数
字
で
示
す
こ
と
は

た
や
す
い
で
す
。
経
済
的
な
損
失
な
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
ど
れ
だ
け
減
っ
た
、
企

業
の
倒
産
が
こ
れ
だ
け
増
え
た
、
失
業
者
が
こ
れ
だ
け
増
え
た
、
ど
れ
も

明
確
に
数
字
で
出
ま
す
。
医
療
的
な
損
失
も
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
、
死
亡
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者
数
、
病
院
の
ベ
ッ
ト
の
充
足
率
な
ど
、
こ
ち
ら
も
数
字
で
示
せ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
数
字
を
客
観
的
に
比
較
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
の

で
、
ど
う
天
秤
を
図
る
か
、
は
結
局
そ
の
人
の
主
観
に
左
右
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
の
Ｇ
ｏ 

ｔ
ｏ
を
引
っ
張
る
政
府
の
方
針
を
見
て
い
る
と
経

済
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
す
ぎ
た
と
い
う
の
が
政
府
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
政
府
の
気
持
ち
を
結
果
的
に
は
代
弁
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
２
つ
の
損
失
の
比
較
を
少
々
強
引
で
す
が
、
死
亡
者
数
で
比
較
す
る

こ
と
は
で
き
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
表
１
に
２
０
１
９
年
の
厚
生
労
働
省

の
疾
患
別
死
亡
者
数
を
示
し
ま
す
。
最
後
に
今
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

死
亡
者
数
。
実
は
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
が
12
月
７
日
で
、
デ
ー
タ

は
12
月
５
日
ま
で
で
す
。
あ
と
一
か
月
で
今
年
も
終
わ
り
ま
す
が
、
い
く

ら
何
で
も
コ
ロ
ナ
の
死
亡
者
数
が
３
０
０
０
に
届
く
と
は
考
え
に
く
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
表
の
死
亡
者
数
で
経
済
的
な
損
失
に
関
連
す
る
の
は
自
殺

者
の
数
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
厚
生
省
の
統
計
で
自
殺
者
の
推
移
を
み
る

と
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
景
気
が
悪
化
し
た
平
成
10
年
は
前
年
に
比
べ
て
約

８
０
０
０
人
自
殺
者
が
増
え
て
い
ま
す
（
平
成
９
年
：
２
３
４
９
４
人
、

平
成
10
年
：
３
１
７
５
５
人
）
。
厚
生
省
の
報
告
に
も
こ
の
上
昇
を
ひ
と

え
に
不
景
気
の
た
め
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、

あ
え
て
こ
の
数
字
を
い
た
だ
き
、
景
気
が
悪
く
な
る
と
自
殺
者
が

８
０
０
０
人
増
え
る
と
仮
定
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
死
亡
者
を
多
く
見

積
も
っ
て
３
０
０
０
人
と
し
て
も
８
０
０
０
の
半
分
以
下
で
す
の
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
経
済
を
止
め
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と
い
う
議

論
も
あ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
比
べ
て
死
亡
者
数
は
明
ら
か
に
少
な
い

で
す
し
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
交
通
事
故
の
死
亡
者
数
で
す
。
交

通
事
故
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
ち
ょ
っ
と
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
表
の

数
字
は
あ
く
ま
で
死
亡
者
だ
け
で
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
い
人
が
一
命
は

取
り
留
め
た
け
ど
、
交
通
事
故
の
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
は
ず
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
そ
の
点
で
も

似
て
い
る
と
思
え
ま
す
。
か
な
り
減
り
ま
し
た
が
そ
れ
で
も
昨
年
は

４
２
９
５
人
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
上
の
数
字
で
す
。
ち
ょ
っ
と
昔
は
年

間
１
万
人
く
ら
い
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
の
で
も
っ
と
危
な
か
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
緊
急
事
態
宣
言
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
交

通
事
故
が
怖
い
か
ら
�stay h

o
m

e

�
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
死
亡
者
数
だ
け
み
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
に
こ
こ
ま
で
騒
ぐ
理
由

が
見
当
た
ら
な
い
の
で
す
。

　

私
も
実
は
こ
の
数
字
を
み
て
、
楽
観
的
な
思
い
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
医
療
現
場
の
切
迫
感
は
連
日
報
道
さ
れ
て

い
る
通
り
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
た
年
で
も
医
療
現
場
が
こ

こ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
こ
の
状
況
は

死
亡
者
数
で
は
説
明
で
き
な
い
と
い
え
ま
す
。こ
こ
で
も
う
一
つ
の
数
字
、

致
死
率
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
致
死

率
は
一
般
に
０
．
１
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
は
12
月
５
日
時
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点
で
す
が
、
全
国
で
感
染
者
数
（
こ
れ
も
ち
ょ
っ
と
誤
解
を
招
く
表
現
で

す
。
正
確
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
数
）
１
５
９
７
６
１
人
、
退
院
・
療
養
解

除
者
数
は
１
３
３
８
２
０
人
で
死
亡
者
数
は
２
３
１
４
人
で
す
の
で
致
死

率
を
計
算
す
る
と
１
．
７
％
で
す
。
致
死
率
が
か
な
り
下
が
っ
た
と
は
い

え
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
比
べ
て
ま
だ
桁
１
つ
以
上
違
い
ま
す
。
こ
の
致
死

率
の
高
さ
か
ら
重
症
化
の
頻
度
も
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
し
、
そ
れ

が
医
療
現
場
へ
の
切
迫
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
に
罹
る
こ
と
を
防
ぐ
努
力
は
当
然
で
す
。
で
も
、
そ
れ
で
も

感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
た
と
え
感
染
し
て
も
重
症
化
し
な

い
よ
う
に
、
ま
た
他
人
に
移
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
は
あ
る
は
ず
で

す
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
は
そ
の
あ
た
り
も
し
っ
か
り
呼
び
掛
け
て
ほ
し
い
と

思
え
ま
す
。

　

現
在
、
感
染
の
広
が
り
の
一
つ
の
指
標
で
あ
る
実
効
再
生
産
数
は
こ
こ

１
週
間
１
．
０
前
後
で
微
妙
に
揺
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
も
、
東
京

も
、
そ
し
て
大
阪
も
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
こ
の
ま
ま
収
束
に
向
か
う
の
か
、

も
う
一
回
大
き
な
波
が
来
る
の
か
、
こ
こ
１
週
間
が
正
念
場
と
も
い
え
ま

す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
吉
村
知
事
が
通
天
閣
を
赤
く
染
め
た
こ
と
、
実

は
内
心
拍
手
、
拍
手
な
ん
で
す
。
こ
の
投
稿
が
で
る
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
コ

ロ
ナ
の
け
り
が
つ
い
て
い
る
は
ず
で
す
。
あ
の
こ
ろ
は
な
ん
か
み
ん
な
焦

っ
て
い
た
し
、
大
変
だ
っ
た
よ
ね
、
そ
ん
な
昔
語
り
が
で
き
る
こ
と
を
祈

り
た
い
で
す
。

表１．2019年疾患別死亡数と今年度新型コロナの死亡者数

死因 2019年死亡数（人）

癌 376,392

心疾患 207,628

脳血管疾患 106,506

肺炎 95,498

腎不全 26,644

自殺 19,415

糖尿病 13,837

溺死 7,674

交通事故 4,295

インフルエンザ 3,571

新型コロナ(12/5まで) 2,314
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

大
阪
市
北
区
医
師
会
運
営

澤　

田　

宏　

子

　

私
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
知
っ
た
の
は
、
令
和
２
年
１
月

中
旬
で
し
た
。
１
月
23
日
に
は
中
国
湖
北
省
武
漢
市
が
閉
鎖
さ
れ
、
１
月

25
日
に
開
催
さ
れ
た
新
年
互
礼
会
の
挨
拶
で
田
淵
義
勝
会
長
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
誰
が
こ
こ
ま
で
感
染

拡
大
が
広
が
っ
た
日
本
を
そ
の
場
で
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時

す
で
に
世
界
中
へ
の
感
染
拡
大
は
は
じ
ま
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

１
月
28
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
「
指
定
感
染
症
」
と
な

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
全
国
の
医
療
機
関
は
患
者
の
受
け
入
れ
準
備
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。
２
月
４
日
大
阪
府
医
師
会
に
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
テ
レ
ビ
局
の
取
材
が
入
っ
た
密
な
会
場

で
、
自
分
た
ち
の
病
院
で
ど
こ
ま
で
感
染
対
策
が
で
き
る
か
不
安
な
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
２
月
20

日
大
阪
府
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
原
則
開
催
中
止
と
な
り
、
大
阪
市
北
区
医

師
会
主
催
の
会
も
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
、
２
月
の
理
事
会
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ

会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
阪
市
北
区
医
師
会
館
で
行
わ
れ
て
い
る
部
会

に
つ
い
て
も
、
三
密
を
避
け
て
、
窓
を
開
放
し
、
マ
ス
ク
着
用
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
５
階
中
島
谷
ホ
ー
ル
で
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
３
月
に
入
る
と
ま
す
ま
す
感
染
拡
大
が
広
が
り
、
３
月
の
連
休

前
に
は
、
約
８
８
０
万
人
の
大
阪
と
約
５
５
０
万
人
の
兵
庫
と
の
往
来
自

粛
が
発
表
さ
れ
、
時
短
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
み
ま
し
た
。
ま
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
「
東
京
２
０
２
０
」
は
１
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
を
運
営
す
る
執
行
部
内
で
も
予
定
さ
れ
て
い
た
会
が
、
た
だ
た
だ

中
止
と
な
る
状
況
は
虚
し
く
長
期
戦
に
向
け
て
協
議
で
き
る
ツ
ー
ル
を
考

え
始
め
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
会
長
を
は
じ
め
使
用
経
験
が
あ
っ
た
た

め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
議
を
４
月
23
日
の
木
曜
協
議
会
か
ら
手
探
り
の
状
態
で

し
た
が
開
始
し
ま
し
た
。
本
会
館
に
出
務
で
き
る
理
事
と
各
診
療
所
や
自

宅
か
ら
参
加
す
る
理
事
に
分
か
れ
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
議
を
始
め
ま
し
た

が
、
会
館
内
で
は
窓
を
開
け
て
そ
れ
ぞ
れ
席
の
距
離
も
と
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
発
言
内
容
が
大
変
聞
き
取
り
に
く
く
、
そ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た

め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
マ
ホ
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
な
げ
て
各
々
イ
ヤ
ホ
ン
を
し

な
が
ら
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
ハ
ウ
リ
ン
グ
が
生
じ
て
、
現

場
の
声
と
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
聞
こ
え
る
声
が
衛
星
中
継
の
よ
う
に
ず
れ
る
た

め
、
ス
マ
ホ
の
マ
イ
ク
機
能
を
オ
フ
に
し
て
、
発
言
す
る
と
き
の
み
マ
イ

ク
を
オ
ン
に
し
て
発
言
す
る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。
最
初
は
不
慣
れ

で
、
自
宅
参
加
組
の
マ
イ
ク
か
ら
ペ
ッ
ト
の
犬
や
猫
の
鳴
き
声
が
混
入
し

て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
田
淵
会
長
の
柔
和
な
雰
囲
気

づ
く
り
の
お
陰
で
ス
ム
ー
ズ
に
会
議
が
進
み
ま
し
た
。
夏
が
終
わ
る
こ
ろ

に
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
用
の
マ
イ
ク
ス
ピ
ー
カ
ー
を
購
入
し
、
会
議
資
料
は
あ
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ら
か
じ
め
メ
ー
ル
で
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
受
け
取
り
、
診
療
所
と
自
宅

か
ら
の
参
加
組
と
事
務
局
Ｐ
Ｃ
と
事
務
局
ス
マ
ホ
の
み
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ

な
ぎ
、
本
会
館
に
出
務
し
て
い
る
理
事
は
ス
マ
ホ
も
イ
ヤ
ホ
ン
も
使
わ
ず

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
議
に
参
加
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
じ
ま
っ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
議
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
疑
う
患
者
を
診
療
し
た
後
で
も
気
兼
ね
な
く
参
加
が
出
来

る
点
が
特
に
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
会
館
のW

i-
F
i

環
境
を
知
る

き
っ
か
け
と
な
り
環
境
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
会
誌
が
発
刊

さ
れ
る
の
は
令
和
３
年
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ま
だ

収
束
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
こ
の
記
事
を
ま
と
め
る
に
は
時
期

早
々
で
あ
り
、
令
和
２
年
12
月
の
第
3
波
が
こ
れ
以
上
拡
大
し
な
い
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
ま
と
め
は
次
号
で
。T

o
 b

e co
n
tin

u
ed.

北野病院特別病室
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Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ

正　

井　

崇　

史

　

E
C

M
O

（extra 
co

rp
o
real 

m
em

b
ran

e 
o
xygen

atio
n

：
体
外
膜
型
肺
）

は
、
重
症
呼
吸
不
全
・
循
環
不
全
に
対
し
て
長
期
間
、
通
常
数
日
か
ら
週

の
単
位
で
持
続
的
な
呼
吸
・
循
環
補
助
を
、
膜
型
人
工
肺
を
組
み
込
ん
だ

体
外
循
環
装
置
で
行
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
主
に
呼
吸
補
助
を
主
と

し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
をresp

irato
ry 

E
C

M
O

、
循
環
補
助
と
し
て
使
用

さ
れ
る
場
合
をcard

iac 
E
C

M
O

と
称
さ
れ
る
が
、
近
年
、
広
く
循
環
器
、

救
命
救
急
領
域
で
用
い
ら
れ
るP

C
P
S

（p
ercu

tan
eo

u
s 

card
io

p
u
lm

o
n
ary 

su
p
p
o
rt 

system

：
経
皮
的
心
肺
補
助
装
置
）
はcard

iac 
E
C

M
O

と
同
じ

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。E

C
M

O

と
同
じE

C
L
S

（extraco
rp

o
real 

life 

su
p
p
o
rt

：
体
外
生
命
維
持
装
置
）
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
のB

artlett

ら
が
提
唱
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
体
外

循
環
装
置
を
用
い
た
生
命
維
持
法
全
般
（
呼
吸
補
助
、
循
環
補
助
を
合
わ

せ
て
）
を
意
味
す
る
。

　

本
稿
で
は
呼
吸
補
助
を
主
体
と
し
たE

C
L
S

、resp
irato

ry 
E
C

M
O

に

つ
い
て
述
べ
る
。

１
．E

C
M

O

の
歴
史

　

１
９
５
３
年G

ib
b
o
n

に
よ
り
世
界
初
の
人
工
心
肺
を
用
い
た
開
心
術
が

な
さ
れ
、
１
９
５
４
年
にL

illeh
ei

に
よ
り
気
泡
型
人
工
肺
が
開
発
さ
れ
、

大
量
生
産
が
可
能
と
な
り
普
及
し
た
。
し
か
し
、
気
泡
型
人
工
肺
は
２
～

３
時
間
の
使
用
で
溶
血
な
ど
の
合
併
症
を
生
じ
長
時
間
の
使
用
に
耐
え
れ

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
１
９
５
７
年
にK

am
m

erm
eyer

に
よ
り
シ
リ
コ
ン

ラ
バ
ー
が
合
成
さ
れ
、
シ
リ
コ
ン
製
膜
型
人
工
肺
の
開
発
に
至
り
、
後
に

K
o
lo

b
o
w

ら
に
よ
り
臨
床
応
用
さ
れ
、
比
較
的
長
時
間
の
バ
イ
パ
ス
補
助

が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
シ
リ
コ
ン
膜
型
人
工
肺
が
も
と
に
な
っ
て
体
外

式
膜
型
肺
（E

C
M

O

）
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
９
７
５
年B

artlett

ら
に
よ
り
新
生
児
の
呼
吸
不
全
にE

C
M

O

が
導
入

さ
れ
、
以
後
新
生
児
呼
吸
不
全
に
お
け
るE

C
M

O

サ
ポ
ー
ト
の
治
療
法
へ

の
導
入
は
世
界
的
に
成
長
し
た
。
１
９
８
９
年E

L
S
O

（exreaco
rp

o
real 

life 
su

p
p
o
rt 

o
rgan

izatio
n

）
が
設
立
さ
れ
、
主
に
呼
吸
不
全
に
対
す
る

E
C

M
O

治
療
の
世
界
中
のE

C
M

O

セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
が
な
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
同
時
期
に
循
環
補
助
に

お
い
て
は
、
１
９
６
１
年C

o
o
ley

ら
は
開
心
術
の
人
工
心
肺
装
置
を
小
型

化
し
、
大
腿
動
静
脈
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
携
行
型V

-
A

バ
イ
パ
ス
装
置

（
静
―
動
脈
バ
イ
パ
ス
装
置
）
を
作
成
し
肺
梗
塞
患
者
に
適
用
し
て
い
る
。

以
後
、
心
臓
血
管
外
科
領
域
で
は
主
に
成
人
の
循
環
補
助
が
主
体
で
あ
る

V
-
A

バ
イ
パ
ス
と
い
う
名
称
の
も
と
に
発
展
し
、
１
９
８
３
年
大
腿
動
静

脈
か
ら
経
皮
的
に
施
行
で
き
、
後
述
す
る
遠
心
ポ
ン
プ
を
持
ち
る
こ
と
に



─ ─34

よ
り
簡
便
で
操
作
が
容
易
なP

C
P
S

（p
ercu

tan
eo

u
s 

card
io

p
u
lm

o
n
ary 

su
p
p
o
rt 

system

：
経
皮
的
心
肺
補
助
装
置
）
と
し
て
改
良
が
な
さ
れ
た
。

１
９
８
８
年
に
最
小
の
臨
床
報
告
以
後
、
循
環
器
領
域
の
主
要
な
補
助
循

環
装
置
と
し
て
循
環
器
、
心
臓
血
管
外
科
、
救
急
救
命
領
域
で
急
速
に
普

及
し
た
。

　

本
邦
で
も
１
９
９
８
年
よ
りP

C
P
S

が
臨
床
応
用
さ
れ
１
９
９
１
年
に

P
C

P
S

研
究
会
が
発
足
、
以
後
主
に
成
人
循
環
補
助
、
救
命
救
急
領
域
の

心
肺
脳
蘇
生
に
広
く
普
及
し
た
。
一
方
で
、
主
に
呼
吸
補
助
目
的
の

E
C

M
O

治
療
推
進
の
た
め
に
、
２
０
１
２
年
に
日
本
呼
吸
療
法
医
学
会
、

日
本
集
中
治
療
医
学
会
は
合
同
でE

C
M

O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

欧
米
と
同
様
のE

C
M

O

セ
ン
タ
ー
の
普
及
に
努
め
た
。
わ
が
国
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
独
自
に
発
展
し
て
き
た
が
、
両
者
と
も
携
行
型
人

工
心
肺
装
置
を
用
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６
年

にE
C

M
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
がP

C
P
S

研
究
会
と
合
流
し
、P

C
P
S
/
E
C

M
O

研

究
会
と
し
て
活
動
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

２
．
装
置
と
補
助
形
式

ａ
）E

C
M

O

装
置
の
構
成
要
素

　

E
C

M
O

は
、
遠
心
ポ
ン
プ
、
膜
型
人
工
肺
、
閉
鎖
式
体
外
循
環
回
路
、

送
脱
血
管
よ
り
構
成
さ
れ
た
携
行
型
人
工
心
肺
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
図

１
、
２
）
。
遠
心
ポ
ン
プ
の
使
用
に
よ
り
、
リ
ザ
ー
バ
ー
（
貯
血
槽
）
を
省

い
た
閉
鎖
回
路
で
の
人
工
心
肺
が
可
能
と
な
り
、
こ
の
た
め
装
置
が
小
型

化
さ
れ
、
操
作
面
で
も
簡
易
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

①　

遠
心
ポ
ン
プ 

（cen
trifu

gal 
p
u
m

p

：
渦
巻
き
ポ
ン
プ
）

　

人
工
心
肺
の
血
液
ポ
ン
プ
と
し
て
は
、
ロ
ー
ラ
ー
ポ
ン
プ
と
遠
心

ポ
ン
プ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ラ
ー
ポ
ン
プ
は
人
工
心
肺
回
路

チ
ュ
ー
ブ
を
ロ
ー
ラ
が
圧
迫
す
る
こ
と
で
血
液
を
送
る
ポ
ン
プ
で
あ

図１　ECMO装置

Endumo （平和物産株式会社）

長期使用型ECMO
キャピオックスEBS EMERSAVE

（テルモ株式会社）

図1   ECMO装置
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り
、
回
転
数
と
血
液
灌
流
量
が
ほ
ぼ
比
例
す
る
特
徴
が
あ
る
。
し
か

し
、
脱
血
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
で
も
一
定
の
回
転
数
で
ロ
ー
ラ
ー

が
回
る
た
め
、
閉
鎖
回
路
の
場
合
は
過
度
の
陰
圧
を
生
じ
、
空
気
を

引
き
込
む
リ
ス
ク
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
ロ
ー
ラ
ー
ポ
ン
プ
使
用
時
の

脱
血
は
、
落
差
陰
圧
で
貯
血
槽
に
溜
め
た
血
液
を
ロ
ー
ラ
ー
で
送
る

形
式
を
と
っ
て
お
り
、
初
期
のE

C
M

O

で
は
貯
血
槽
の
血
液
レ
ベ
ル

を
常
時
監
視
す
る
人
員
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
送
血
側
が
屈
曲

し
た
場
合
は
回
路
圧
が
上
昇
し
、
回
路
破
綻
を
生
じ
る
。
遠
心
ポ
ン

プ
は
、
ポ
ン
プ
内
の
羽
根
車
が
血
液
の
渦
を
作
成
し
、
そ
の
渦
の
遠

心
力
で
送
血
す
る
ポ
ン
プ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
脱
血
不
良
の
場
合
で

も
過
度
の
陰
圧
が
か
か
ら
ず
、
ポ
ン
プ
脱
血
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の

た
め
貯
血
槽
な
し
の
閉
鎖
回
路
で
の
バ
イ
パ
ス
が
可
能
（
ポ
ン
プ
脱

血
が
可
能
）
で
あ
り
、
装
置
が
簡
便
と
な
り
、
貯
血
槽
の
血
液
レ
ベ

ル
の
監
視
も
必
要
な
く
な
り
、
操
作
性
も
各
段
に
向
上
し
た
。
送
血

側
に
問
題
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
補
助
流
量
が
低
下
し
、

過
度
の
流
出
側
圧
が
か
か
ら
な
い
た
め
、
回
路
の
破
損
を
生
じ
ず
安

全
性
が
向
上
し
て
い
る
。 

②　

人
工
肺

　

膜
型
人
工
肺
は
直
径
０
．
１
㎜
の
中
空
糸
を
束
ね
た
も
の
で
あ
り
、

中
空
糸
を
ガ
ス
交
換
膜
と
し
て
い
る
（
図
４
）
。
中
空
糸
の
内
部
を

酸
素
、
外
部
を
血
液
が
流
れ
る
外
部
灌
流
型
膜
型
肺
が
圧
力
損
失
が

少
な
く
充
填
時
の
エ
ア
ー
抜
き
が
容
易
で
あ
り
、E

C
M

O

に
適
し
て

い
る
。
膜
型
肺
に
は
、
均
質
膜
、
多
孔
質
膜
、
複
合
膜
、
非
対
称
膜

が
存
在
し
、
多
孔
質
膜
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
長
期
使
用
で
は
膜
か

ら
血
漿
成
分
が
漏
れ
ガ
ス
交
換
が
悪
く
な
る
血
漿
リ
ー
ク
の
問
題
が

あ
っ
た
。
最
近
で
は
非
対
称
膜
で
あ
る
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
中
空
糸
膜

が
、
長
期
耐
容
性
、
生
体
適
合
性
の
面
か
ら
特
に
長
期
補
助
の
必
要

なE
C

M
O

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

③　

ヘ
パ
リ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

E
C

M
O

の
す
べ
て
の
構
成
要
素
は
、
ヘ
パ
リ
ン
共
有
結
合
ま
た
は
、

イ
オ
ン
結
合
に
て
ヘ
パ
リ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

図２　V-A ECMO

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾓｰﾀｰ

遠心ﾎﾟﾝﾌﾟ 人工肺

ｶﾃｰﾃﾙ
動脈側

ｶﾃｰﾃﾙ
静脈側

流量計

ｶﾞｽ（O2）

図2 V-A ECMO
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め
、
通
常
の
人
工
心
肺
と
比
較
し
、
ヘ
パ
リ
ン
全
身
投
与
量
の
大
幅

な
減
量
が
可
能
と
な
っ
た
。
活
性
化
凝
固
時
間
（A

C
T

）
も
２
０
０

秒
前
後
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、
出
血
の
合
併
症
が
ヘ
パ
リ
ン
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
時
代
と
比
較
し
て
激
減
し
て
い
る
。

ｂ
）
補
助
様
式

　

補
助
様
式
に
はP

C
P
S

と
同
じ
様
式
のV

-
A
 

E
C

M
O

（ven
o
-
arterial 

E
C

M
O

：
静
脈
―
動
脈E

C
M

O

）
（
図
２
）
と
、
静
脈
血
を
酸
素
化
し
て

静
脈
に
送
血
す
るV

-
V
 

E
C

M
O

（ven
o
-
ven

o
u
s 

E
C

M
O

：
静
脈
―
静

脈E
C

M
O

）
（
図
３
）
が
あ
る
。
右
心
房
に
動
脈
血
化
し
た
血
液
を
送
血

す
る
こ
と
で
、
肺
の
ガ
ス
交
換
が
で
き
な
く
て
も
左
心
房
に
動
脈
血
が
還

流
さ
れ
る
。
よ
っ
て
心
機
能
が
良
好
で
呼
吸
補
助
の
み
の
場
合
はV

-
V
 

E
C

M
O

が
選
択
さ
れ
る
。
循
環
不
全
が
合
併
し
て
い
る
時
はV

-V
 E

C
M

O

で
は
全
身
の
循
環
を
維
持
で
き
ず
、V

-
A
 

E
C

M
O

へ
の
切
り
替
え
が
必

要
な
場
合
が
あ
る
。V

-
A
 

E
C

M
O

は
肺
血
流
が
低
下
す
る
た
め
、
微
小

塞
栓
に
よ
る
肺
梗
塞
、
肺
組
織
の
虚
血
再
灌
流
障
害
や
肺
で
不
活
化
さ
れ

る
べ
き
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
等
の
ホ
ル
モ
ン
が
不
活
化
さ
れ
な
い
な

ど
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
基
本
的
に
重
症
心
不
全
に
使
用
さ
れ
る
た
め

補
助
流
量
が
多
く
、
血
液
と
異
物
（
特
に
人
工
肺
）
と
の
接
触
反
応
に
よ

る
全
身
性
炎
症
反
応
が
著
し
い
。
こ
の
た
め
、
長
期
補
助
に
な
れ
ば
炎
症

性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
惹
起
と
こ
れ
に
と
も
な
う
各
種
血
管
作
動
性
物
質

（N
O

、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
、
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
な
ど
）
放
出
に
よ
り
、

多
臓
器
不
全
、
浮
腫
を
来
し
救
命
率
が
著
し
く
低
下
す
る
。V

-
V
 

E
C

M
O

は
肺
血
流
が
維
持
さ
れ
る
た
め
よ
り
生
理
的
な
循
環
と
な
る
た

め
、
比
較
的
長
期
使
用
も
可
能
で
あ
る
。V

-
A
 

E
C

M
O

の
ア
ク
セ
ス
は

大
腿
静
脈
脱
血
、
大
腿
動
脈
送
血
と
な
る
。V

-
V
 

E
C

M
O

の
ア
ク
セ
ス

は
大
腿
静
脈
脱
血
、
内
頸
静
脈
送
血
で
あ
る
が
、
成
人
で
は
大
腿
静
脈
よ

り
２
本
の
脱
血
カ
ニ
ュ
ー
ラ
を
挿
入
し
、
一
方
を
送
血
管
と
し
て
使
用
す

る
方
法
が
有
用
で
あ
る
。
こ
の
時
、
送
血
側
の
カ
ニ
ュ
ー
ラ
先
端
は
、
よ

り
中
枢
側
に
位
置
さ
せ
る
こ
と
が
効
率
の
良
い
ガ
ス
交
換
を
得
る
た
め
に

必
要
と
な
る
。

図３　V-V ECMO

熱交換器

膜型人工肺

遠心ポンプ

内頸静脈から送血 大腿静脈から送血

図3 V-V ECMO
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３
．re

spirato
ry E

C
M

O

（V-
V

 E
C

M
O

）
の
適
応

ａ
）
適
応
疾
患

　

ウ
ィ
ル
ス
性
肺
炎
、
細
菌
性
肺
炎
、
カ
リ
ニ
肺
炎
、
嚥
下
性
肺
炎
、
術

後
外
傷
に
よ
るA

R
D

S

、
敗
血
症
に
よ
るA

R
D

S

、
白
血
病
・
悪
性
リ
ン
パ

腫
に
よ
るA

R
D

S
な
ど
が
あ
る
。

ｂ
）
適
応
基
準

　

人
工
呼
吸
器
に
よ
る
治
療
に
反
応
し
な
い
可
逆
性
の
急
性
呼
吸
不
全
。

① 　

E
C

M
O

の
積
極
的
な
適
応
（
予
測
死
亡
率
80
％
の
症
例
に
対
し
て

適
応
と
な
る
）

・ P
/
F
 
ratio

（P
aO

2 /
F
iO

2

比
）＜

8
0
m

m
H

g

、
ま
た
はM

L
IS

（M
u
rray 

lu
n
g 

in
ju

ry 
sco

re

）≧
3

（
図
４
）
。

・ 

気
管
支
喘
息
やp

erm
issive 

h
yp

ercap
n
ia

に
よ
る
高C

O
2

血
症
で

P
aC

O
2 ＞

8
0
m

m
H

g

あ
る
い
は
肺
保
護
に
基
づ
く
安
全
な
吸
気
圧

（P
p
lat ≦

3
0
cm

H
2

）
を
達
成
で
き
な
い
場
合
。

②　

E
C

M
O

を
考
慮
す
る
状
態
（
予
測
死
亡
率
50
％
の
症
例
）

・P
/
F
 
ratio

＜
1
5
0
m

m
H

g

ま
た
はM

L
IS

 
2

～3

　

③　

重
度
のair 

leak 
syn

d
ro

m
e

４
．V

-
V

 E
C

M
O

中
の
管
理
と
離
脱

①　

管
理

　

適
切
な
抗
菌
薬
や
抗
ウ
ィ
ル
ス
薬
の
投
与
を
含
め
た
原
疾
患
の
治
療
を

継
続
し
、
栄
養
と
輸
液
管
理
は
、
肺
保
護
の
た
め
で
き
る
だ
け
ド
ラ
イ
ウ

エ
イ
ト
を
維
持
す
る
よ
う
に
す
る
。V

-
V
 

E
C

M
O

中
の
動
脈
系
の
酸
素

化
は
、EC

M
O

流
量
と
人
工
肺
に
送
る
ガ
ス
のF

iO
2

に
規
定
さ
れ
、
流
量
、

F
iO

2

が
多
い
ほ
どP

aO
2

は
上
が
る
。
動
脈
血P

aC
O

2

は
人
工
肺
に
送
る
酸

素
の
流
量
に
規
定
さ
れ
、
流
量
が
増
え
れ
ば
炭
酸
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
（
人

工
呼
吸
器
の
換
気
量
に
匹
敵
す
る
）P

aC
O

2

が
下
が
る
。P

aO
2  

4
5

～

6
0
m

m
H

g

を
保
つ
よ
う
に
血
流
量
（
補
助
流
量
）
を
確
保
し
、P

aC
O

2  
3
0

～4
5
m

m
H

g

を
目
標
と
し
て
人
工
肺
に
送
る
酸
素
流
量
を
調
節
す
る
。
こ

のE
C

M
O

補
助
下
に
、V

IL
I

（ven
tilato

r 
in

d
u
ced

 
lu

n
g 

in
ju

ry

：
人
工

呼
吸
関
連
肺
障
害
）
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
可
及
的
に
人
工
呼
吸
器
の

設
定
を
下
げ
て
い
く
。V

IL
I

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
気
道
内
圧
を
上
げ
な
い

こ
と
、
高
濃
度
酸
素
を
与
え
な
い
こ
と
、P

E
E
P

（p
o
sitive 

en
d
-

図４　Murray Lung Injury Score (MLIS)

・PaO2/FiO2                  ≥300 = 0
225~299 = 1
175~224 = 2
100~174 = 3
＜100 = 4

・胸部X線所見：正常 = 0
肺野の1/4の浸潤影ごとに1点ずつ追加（最高4点）

・PEEP :                      ≤5 = 0
6~8 = 1

9~11 = 2
12~14=3
≥15 = 4

・全肺胸郭コンプライアンス（mL/cmH2O）：
≥80 = 0

60~79 = 1
40~59 = 2
20~39 = 3
≤19 = 4

コンプライアンス=TV/(PIP-PEEP)
TV:一回換気量 PIP:最大吸気圧
PEEP：呼気終末持続陽圧

Score

図 4   Murray Lung Injury Score (MLIS)
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exp
irato

ry 
p
ressu

re

：
呼
気
終
末
持
続
陽
圧
）
を
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
留
意
し
�lu

n
g 

rest

�
状
態
に
持
っ
て
い
く
。
�lu

n
g 

rest

�

の
設
定
は
、P

C
V

（p
ressu

re 
co

n
tro

l 
ven

tilatio
n

）
モ
ー
ド
、F

iO
2  

0
.
4

、P
IP

（
最
大
吸
気
圧
）2

0
cm

H
2 O

、P
E
E
P
 

1
0
cm

H
2 O

、
換
気
回
数

5

～1
0
/
m

in

、
吸
気
時
間1

.
0

秒
と
し
、
�lu

n
g 

rest

�
設
定
が
達
成
さ

れ
た
後
は
、
人
工
呼
吸
器
設
定
を
変
更
し
な
い
。E

C
M

O

中
は
回
路
内
血

栓
形
成
予
防
の
た
め
抗
凝
固
療
法
を
行
い
、
未
分
化
ヘ
パ
リ
ン
を
持
続
投

与
しA

C
T

（
活
性
化
凝
固
時
間
）
を
１
８
０
～
２
２
０
秒
に
、A
P
P
T

を

60
～
80
秒
程
度
に
維
持
す
る
。
ま
た
、
血
栓
予
防
を
目
的
と
し
て
、
補
助

流
量
は
最
低
２L

/
m

in

以
上
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。E

C
M

O

の
最

大
の
合
併
症
は
出
血
合
併
症
で
あ
る
。
適
応
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
外
科
的

止
血
を
考
慮
し
、
適
応
が
な
け
れ
ば
ヘ
パ
リ
ン
投
与
を
中
止
す
る
。

E
C

M
O

装
置
の
シ
ス
テ
ム
全
体
は
ヘ
パ
リ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る

た
め
、
一
時
的
な
ヘ
パ
リ
ン
の
中
断
は
可
能
で
あ
り
、
ま
ず
止
血
を
優
先

さ
せ
る
。
死
亡
患
者
の
43
％
に
脳
出
血
が
関
連
し
た
と
の
報
告
も
あ
る
。

V
-
V
 

E
C

M
O

中
に
呼
吸
不
全
か
ら
く
る
右
心
不
全
が
顕
在
化
し
、
強
心

剤
で
は
循
環
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
はV

-
A
 

E
C

M
O

に
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、V

-
A
 

E
C

M
O

は
先
に
述
べ
た
合
併
症
に
よ
り

長
期
補
助
に
は
適
切
で
な
く
、
可
能
な
限
りV

-
V
 

E
C

M
O

を
継
続
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

②　

離
脱

　

肺
の
改
善
と
と
も
にE

C
M

O

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
減
ら
し
て
い
く
。
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
改
善
を
確
認
し
、E

C
M

O

流
量
が
１L

/
m

in

に
ま

で
減
量
で
き
れ
ば
離
脱
を
試
み
る
。
そ
の
際
は
人
工
呼
吸
器
の
設
定
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
が
、P

IP
≦

2
9
cm

H
2 O

、F
iO

2 ≦

0
.
6

は
維
持
し
、E

C
M

O

の
流
量
を
０
と
す
る
。
こ
の
呼
吸
器
設
定
で

P
aO

2 ≧
6
0
m

m
H

g

、P
aC

O
2
 3

0

～4
5
m

m
H

g

が
安
定
し
て
得
ら
れ
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、E

C
M

O

離
脱
可
能
と
考
え
る
。

　

離
脱
後
の
カ
ニ
ュ
ー
ラ
抜
去
後
は
、
外
科
的
止
血
（
挿
入
部
を
切
開
し

直
接
縫
合
閉
鎖
）
と
圧
迫
止
血
が
あ
る
が
、
抜
去
後
の
出
血
合
併
症
と
静

脈
の
長
時
間
圧
迫
は
静
脈
血
栓
塞
栓
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

外
科
的
止
血
が
望
ま
し
い
。

５
．
ま
と
め

　

E
C

M
O

は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
集
中
治
療
技
術
で
あ
り
、
機
器
、
設
備
が

整
い
、E

C
M

O

治
療
に
習
熟
し
た
医
療
チ
ー
ム
、
緊
急
時
の
各
科
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
有
す
る
施
設
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。
標
準
的
治
療
と
比
較
し

た
優
位
性
は
ま
だ
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
患
者
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

でE
C

M
O

セ
ン
タ
ー
に
搬
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
60
％
前
後
の
高
い
救
命

率
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
最
近
の

C
O

V
ID
-
1
9

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
重
症
肺
炎
に
対
し
て
も
、
最
後
の
砦
と
し

て
絶
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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